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2026− 27年度 R I会長メ ッ セージ

CR EA T E LA ST ING IM PA CT

「 持続可能なイ ンパク ト を 生み出そう 」

　 親愛なる ロ ータ リ ーの友人にメ ッ セージを 送り ま す。 それは「 CREA TE LA ST ING IM PA CT」（ 持

続可能なイ ン パク ト を 生み出そう ） です。

　 私は１0代でロ ータ ーア ク タ ーと し て活動を 始めま し た 。 恵ま れた環境で育ち良い教育を 受けま し た

が、 ロ ータ ーアク タ ーと なっ てから は別の視点で世界を 見る こ と ができ る よ う になり ま し た。 なかでも

取り 組んだ識字プロ ジェ ク ト が私を 変えま し た。 そのプロ ジェ ク ト は人びと の教育へのアク セス を 拡大

する こ と に成功し ま し た。 そし てその時、 私は持続可能なイ ン パク ト と いう も のを 知り ま し た。

　 持続可能なイ ン パク ト を 生み出す方法と し ては世界的にはポリ オ根絶の約束を 果たすこ と 、 そし て

ロ ータ リ ー平和セン タ ーの恩恵を 最大限活かすこ と です。

　 一方、 ク ラ ブと 地区ではよ り 多く の人を 迎え入れる こ と です。 具体的には２030年度の会員増強の目

標達成を 意味し ま す。 ロ ータ リ ーにはも っ と 多く の会員が必要です。 30年ま でにロ ータ リ アン を １２5万

人、 ロ ータ ーアク タ ーを １２万 5 千人にする 会員増強目標を 掲げていま す。

　 それにあわせて地区と ク ラ ブは過去 5 ～ 7 年を 振り 返っ てく ださ い。 会員数が最高を 記録し た年はい

つでし たか？その年度が分かっ たら 、 その最高記録を 超えていただき たいのです。

　 ク ラ ブのなかには若い人の意見が尊重さ れなかっ たり 、 背景が異なる 人が歓迎さ れなかっ たり し ま

す。 し かし 、 それでは入会の見込みのある 人を 入会前に失っ てし ま いま す。

　 私自身、 ロ ータ ーアク タ ーと し てロ ータ リ ーに入会し よ う と し て抵抗を 受けま し た。 ある 日、 ロ ータ

リ ーク ラ ブの昼食会に出かけて入会の希望を 伝えたと こ ろ 、 そのク ラ ブの会長は若い私を 見て「 何と い

う 厚かま し さ だ！ただ入会でき る わけはないだろ う 。 招待が必要だ」 と 言いま し た。

　 そこ で私はあ き ら めずにいいま し た。「 子ど も が親の家に入る のに招待が必要と は知り ま せんでし

た」 と 。 し ばし の沈黙の後である 会員が「 イ ン カ、 君を 歓迎する よ 」 と 言っ てく れ、 私はロ ータ リ アン

になる こ と ができ ま し た。

　 自分を 変えら れれば、 ク ラ ブと 地区を 変えら れま す。 地区を 変えら れれば、 地域社会を 変えら れま

す。 地域社会を 変えら れれば、 世界で、 地域社会で、 自分自身の中で持続可能なイ ン パク ト を 生み出す

こ と ができ る のです。 ク ラ ブのリ ーダーの皆さ んはま ず自分を 変える こ と を 考えてみて下さ い。

 （ ２0２6年国際協議会ス ピ ーチよ り 脇ガバナーエレ ク ト 抜粋）

オラ イ ンカ H. ババロ ラ

ト ラ ン ス ・ アマディ RC（ ナイ ジェ リ ア）

２0２6－２7年度 国際ロ ータ リ ー会長
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～略歴～

１988年に大学で工学の学位を 取得。 シェ ルPLCで要職を 歴任する など 、 石油・ ガス 業界で２5

年間勤務し 、 ４大陸でプロ ジェ ク ト を 実施。 リ ビ エラ ・ テク ニカル・ サービ ス 社（ 石油・ ガス

イ ン フ ラ 供給会社） と リ ード ・ アン ド ・ チェ ン ジ・ コ ン サルティ ン グ社（ 管理職コ ーチン グと

組織業績アド バイ ザーグループ） の ２社を 設立。

ババロ ラ 氏が所属する 専門職団体には、 ナイ ジェ リ ア技術者協会、 ナイ ジェ リ ア安全専門家

協会、 変革管理専門家協会など がある 。 経済・ 社会政策について政府に意見を 提供する 、 故郷

イ バダン 市の組織「 ジェ リ コ ・ ビ ジネス メ ン ・ ク ラ ブ」 のメ ン バーと なっ ている 。

ロ ータ ーアク タ ーと し て１0年間活動し 、 １99４年から はト ラ ン ス ・ アマディ ・ ロ ータ リ ーク ラ

ブの会員。 ２0１１－１２年度に地区ガバナー、 ２0１8－２0年度にRI理事、 ２0１9－２0年度に副会長を 務

めた。２0１7－２3年度にEnd Polio Now ： 歴史を つく る カウ ン ト ダウ ン キャ ン ペーン 委員会（ ２0１7

－２0年度副委員長）、 ２0１3年～現在はナイ ジェ リ ア・ ポリ オプラ ス 委員会（ ２0１6年～現在ア ド

バイ ザー） での役職を 歴任。

妻プレ バさ んと 共にポート ・ ハーコ ート 市に在住。 冠名基金と アーチ・ ク ラ ン フ ・ ソ サエテ

ィ を 通じ てロ ータ リ ー財団を 支援。 シェ ルタ ーボッ ク ス UKの評議員と し てボラ ン ティ ア活動

も 行っ ている 。 ポリ オのない世界のための地域奉仕賞、 RI超我の奉仕賞、 ロ ータ リ ー財団功

労表彰状を 受賞。
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ガバナーから 地区の皆様へ

　「 春風や闘志いだき て丘にたつ」 ―。 私の好き な高浜虚子の作品です。 いよ いよ 新年度が始ま り ま す。

迎える 新たなロ ータ リ ー年度を 闘志を も っ て臨みたいと 思いま す。 そこ で改めてロ ータ リ ー活動の主役

である ク ラ ブ会員の皆様に新年度のRI会長テーマと ガバナー信条を お伝えし ま す。

○２0２6－２7年度　 RI会長メ ッ セージ

　 ２0２5－２6年度から 従来のテーマから メ ッ セージへと 変更さ れま し た。 そし て２0２6－２7年度のオラ イ ン

カ・ H・ ババロ ラ RI会長（ ナイ ジェ リ ア ） は「 CREA TE LA ST ING IM PA CT」（ 持続可能な長期的な

よ い変化を 生み出そう ） と 発表し ま し た 。 こ れは２0１7年よ り RIが掲げる 「 ビ ジョ ン 声明」（ 私たちは世

界で、 地域社会で、 そし て自分自身の中で持続可能な良い変化を 生むために人々が手を 取り 合っ て行動

する 世界を 目指し ていま す） から 引用さ れたも のです。

　 そのう えで会長は三つの重点目標を 掲げていま す。

　 ①　 エン ド ポリ オの遂行

　 ②　 平和フ ェ ロ ーの支援強化

　 ③　 会員増強（ ２030年ま でに世界で１２5万人に）

　 こ れが私たちの １年間の活動の指針と なり ま す。

○ガバナー信条

「 和と 絆」 With One Heart（ 心一つに）

　 ロ ータ リ ーは親睦と 奉仕です。 ク ラ ブで培っ た仲間と の和、 奉仕を 通じ て生ま れた地域と の絆を ク ラ

ブの皆さ んが心を 一つにさ ら に大き く 太く し ていく こ と でロ ータ リ ーの地域社会における 存在感と 知名

度を 高める こ と ができ ま す。 それによ っ てま すま す奉仕活動が活発になり 、 公共イ メ ージが定着し てい

き 会員が増えそし てク ラ ブが活性化すれば「 持続可能な長期的なよ い変化を 生み出す」 こ と ができ ま す。

そう し た好循環が描ける よ う な活動の展開を 目指し ていき ま す。

　 そのための「 地区運営方針」 と し て「 行動と 実践の重視」 を 掲げま し た。

　 そのう えで地区推進事項を Enjoy Rotary（ 親睦の深化） や例会の充実、 戦略的オープン 例会の推奨、

ク ラ ブ基盤の強化（ 3Years Rolling Goals） の推進など と し ま し た。

　 地区はク ラ ブと 共にあり ま す。 １年間よ ろ し く お願いし ま す。

国際ロ ータ リ ー2710地区

2026－27年度ガバナー　 脇　 　 和也
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2026− 27年度ガバナー　 略歴

［ 氏 名］ 脇　 　 和也（ わき 　 かずや）

［ 所 属 ク ラ ブ］ 宇部ロータ リ ーク ラ ブ

［ 生 年 月 日］ 1952年12月 9 日

［ 職 業 分 類］ 新聞発行

［ 学 歴］ 明治大学政治経済学部卒

［ 職 歴］ 1975年 4 月 ㈱宇部時報社　 入社

 2004年 3 月 ㈱宇部日報社　 代表取締役専務

 2009年 4 月 〃 　 社長

 2023年 4 月 〃 　 取締役会長

［ 主 な 公 職］ 宇部商工会議所常議員

 宇部市市史編纂委員長

 宇部ユネスコ 協会顧問

［ ロータ リ ー歴］ 1997年 3 月27日　 宇部ロータ リ ーク ラ ブ入会

 2004− 05年度　 　 宇部ロータ リ ーク ラ ブ幹事

 2008− 09年度　 　 宇部ロータ リ ーク ラ ブ会長

 2013− 14年度　 　 グループ 2 ガバナー補佐

 メ ジャ ード ナー（ レ ベル 1 ）

 ポール・ ハリ ス・ ソ サエティ

 第 1 回米山功労者
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会　 長　 挨　 拶

２0２6－２027年度　 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブ

会長　 岡本　 幸士

「 I ser veで歩む楽し いク ラ ブ」

　 本年度、 私は会長テーマを 「 I  ser veで歩む楽し いク ラ ブ」 と 掲げま し た。
　 し かし 、 その力は義務から ではなく 、 仲間と の「 友情」「 信頼」、 心の充実から 生ま れる も のだと 思い
ま す。
　 集う 仲間が互いを 尊重し 、 支え合う 関係があっ てこ そ、 奉仕は本当の力と なり ま す。

　 楽し いク ラ ブと は、 単に賑やかなク ラ ブではあり ま せん。
　 例会に来る のが楽し みになる こ と 。
　 仲間の挑戦を 心から 応援でき る こ と 。
　 奉仕を 終えたあと 、「 よ かっ た」 と 笑顔で語り 合える こ と 。
　 その積み重ねこ そが、 私たちの言う 「 楽し さ 」 であり 、 ク ラ ブの魅力の源である と 考えていま す。

　 先ず大切にし たいこ と は、 今こ こ に集う 仲間の皆さ んです。
　 シニア会員の皆さ んには、 その経験と 知恵でク ラ ブの軸と なっ ていただき たい。
　 中堅会員の皆さ んには、 運営の中心と し て力強く 前へ進めていただき たい。
　 女性会員の皆さ んには、多様な視点と 共感力で、ク ラ ブにさ ら なる 広がり を 生み出し ていただき たい。
　 若い会員の皆さ んには、 遠慮なく 挑戦し 、 新し い風を 吹き 込んでいただき たい。
　 それぞれが役割を 持ち、 それぞれが輝く 、 その姿こ そが、 ク ラ ブの何よ り の魅力です。

　 そし て、 こ れから 出会い、 迎える 新し い仲間の皆さ んも 、 心から 歓迎し ま す。
　 新し い仲間を 引き 寄せる 魅力は、 特別な言葉や制度にある のではあり ま せん。
　 私たち一人ひと り が、 こ のク ラ ブを 心から 楽し み、 誇り を も っ て語れる かど う かにあり ま す。

　 「 I serve」、 と は誰かのために思いやり を も っ て行動する こ と です。
　 その始ま り は、 ま ず、 例会で隣にいる 仲間の皆さ んを 大切にする 心です。
　 日々の小さ な思いやり が、「 楽し いク ラ ブ」 を 育み、 やがて地域を 照ら す大き な力になり ま す。
　 ク ラ ブの未来は、 今日こ こ にいる 私たち一人ひと り の姿勢と 行動によ っ てつく ら れま す。
　 その責任と 希望を 、 私たちは共に担っ ていま す。
　 その歩みの先に、「 こ こ にいてよ かっ た」 と 誰も が思える 場所が生ま れる のだと 、 私は信じ ていま す。

　 感謝の心を 胸に、 皆様と 共に歩んでま いり ま す。

　 「 I  ser ve」 の心で、 楽し いク ラ ブづく り に挑戦し ま し ょ う 。

　 一年間、 ど う ぞよ ろ し く お願いいたし ま す。

通年経常の目標（ 2008.7〜）
CLPに掲げら れている RC強化の要素を 参照し つつ広島東南RCのこ れま での歴史を 踏ま え、 以下のこ と を 通年経

常の目標を 設定する 。
〇 常に会員数概ね１00人の確保をはかり 、 世代職業を 越えて親密で和気藹々と し た家族兄弟のよ う なク ラ ブである

伝統を 保持する 。
〇 合理的例会運営、 高い出席率、 早い情報伝達、 電子記録の整理保存など 広島東南RCがこ れま で充実に努めてき

たク ラ ブ運営の伝統を 保持発展さ せる 。
〇 具体的な企業経営や職能活動の現場での職業奉仕のあり 方を 研究する 「 経営研究会」 を 充実継続する 。
〇 地域社会の子供（ 子育てを 含む）、 高齢者、 身体障害者など 社会的弱者への奉仕活動を 中心に通年経常の活動を

継続する 。
〇 パールハーバー RC、 台中RCと の姉妹関係を 緊密に維持し 、 姉妹関係のも と での共同奉仕プロ ジェ ク ト を 適宜

実施する 。
〇 ロ ータ リ ー財団、 米山記念奨学会への支援は地区内での高い水準を 維持する と と も に、 米山奨学生の世話ク ラ

ブと し て大き く 貢献し てき た伝統を 継承し 、 積極的に奨学生の世話を 引き 受け、 同時に米山奨学会を 支援する 。
〇 支店長会員を 主賓と し て多様な目的を 持っ て開催し ている 『 松茸を 腹一杯食べる 会』、『 ふぐ を 腹一杯食べる

会』 等を 継続する 。『 郷土史文化研究会』、『 RI エコ ー』 等のユニーク な内容を 含む同好会の活動を支援する 。
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2026− 27年度　 ロータ リ ー賞の目標

　 ２0２0-２１年度よ り 、 ロ ータ リ ーク ラ ブのリ ーダーは、 ロ ータ リ ー賞の達成を 目指すにあたり 、 ロ ータ

リ ーク ラ ブ・ セン ト ラ ルから ２5の目標のう ち少なく と も １3の目標（ ま たは全目標の5１％以上） を 選ぶこ

と ができ る よ う になり ま す。 こ のよ う な柔軟性が適用さ れたこ と によ り 、 ク ラ ブにと っ て最も 重要で達

成可能と 思われる 目標を 選ぶこ と が可能と なり ま す。 さ ら に、 目標の多く はロ ータ リ ーク ラ ブ・ セン ト

ラ ル内で「 達成」 に印を つける 自己報告方式と なり ま す。

　 当ク ラ ブは下記の１6の目標を 選択し ま し た。 目標達成の為、 ご 協力の程よ ろ し く お願いいたし ま す。

目標 目標の詳細

会員増強 ロ ータ リ ー年度末ま でに達成し たいク ラ ブ会員総数

奉仕活動への参加 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブの奉仕活動に参加する 会員の数

新会員の推薦 本ロ ータ リ ー年度に新会員を 推薦する 現会員の数

地区大会への出席 地区大会に出席する 会員の数

地区研修への参加 地区で行われる 研修／セミ ナー／協議会など に出席する ク

ラ ブ委員会委員長の数

年次基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロ ータ リ ー財団年

次基金への寄付総額

ポリ オプラ ス 基金への寄付 本ロ ータ リ ー年度のク ラ ブと 会員によ る ロ ータ リ ー財団ポ

リ オプラ ス 基金への寄付総額

ベネフ ァ ク タ ー 遺言ま たはそのほかの遺産計画に財団恒久基金を 指定し て

寄付する こ と を ロ ータ リ ー財団に通知ま た は恒久基金に

１,000ド ル以上を 寄付し て、 新たにベネフ ァ ク タ ーと なる 個

人・ 夫婦の数

奉仕プロ ジェ ク ト 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブが実施する 奉仕プロ ジェク ト の数

イ ン タ ーアク ト ク ラ ブ 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブが提唱する 新イ ン タ ーアク ト ク

ラ ブと 既存イ ン タ ーアク ト ク ラ ブの数

RYLA 参加者 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブが支援する RYLA （ ロ ータ リ ー

青少年指導者養成プロ グラ ム ） 参加者の数

ク ラ ブ戦略計画 ク ラ ブにはク ラ ブ独自の戦略計画（ 長期計画） がある か

イ ン タ ーネッ ト 上の存在感 ク ラ ブの推進用資料、 ウ ェ ブサイ ト 、 ソ ーシャ ルメ ディ ア

では、 最新のロ ータ リ ーのロ ゴ が正し く 使われ、「 世界を

変える 行動人」 と し ての会員のイ メ ージを 伝えている か

親睦のための活動 本ロ ータ リ ー年度、 例会以外に親睦を 目的と し てク ラ ブが

実施し た活動の回数

ウ ェ ブサイト と ソ ーシャ ルメ ディ アの

更新

本ロ ータ リ ー年度中、 最新の活動や一般の関心を 引く よ う

な情報を 反映さ せる ために、 ク ラ ブのウ ェ ブサイ ト と ソ ー

シャ ルメ ディ アアカウ ン ト を 月に何回更新する か

ク ラ ブのプロ ジェクト のメ ディ ア掲載 本ロ ータ リ ー年度にク ラ ブのプロ ジェ ク ト を 取り 上げる メ

ディ ア記事の数
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2026− 2027年度広島東南ロータ リ ーク ラ ブ所属委員会

【 理　 事　 ・ 　 役　 員】

会 長（ 理事） 岡本　 幸士

直 前 会 長（ 理事） 久保　 和浩

会長エレク ト（ 理事） 森原　 弘昌

幹 事（ 理事） 渡邉　 直樹

副会長・ 会員増強（ 理事） 古本　 由美

副会長・ ク ラ ブ管理運営（ 理事） 天野　 國幹

広 報 ・ 記 録（ 理事） 髙西　 哲郎

奉仕プロジェ クト（ 理事） 大井　 克元

財団関連活動（ 理事） 谷井　 　 智

会 計（ 理事） 荻田　 玲子

Ｓ ． Ａ ． Ａ ．（ 理事） 髙橋　 心里

副 幹 事 河野　 洋平

副 幹 事 菅野　 博文

【 所  属  委  員  会 】
（ ＊印は兼務）

委員会 委員長リ ーダー 副リ ーダー 委　 　 員

◎会員増強委員会 古本　 由美

会員増強･職業分類担当 國司　 　 晃 角田由貴子 吉田　 信秀 行武　 治子 大段　 茂樹
＊

ロ ータ リ ー情報担当 山仲　 　 巌 守下　 康弘

◎ク ラ ブ管理運営委員会 天野　 國幹

出席担当 佐々木　 聡 旦　 壮之助 岩井　 正喬 田中　 真也
＊

プロ グラ ム担当 井原　 倫子 三宅　 正光 中村　 伸弘 大西　 　 修
＊

親睦担当 見正　 伸也 瀧川　 洋一

脇舛　 賢治 武士末　 修 尾立　 道泰

佐々木　 光
＊

大西　 　 修
＊

沖土居　 恵
＊

中村　 　 勝
＊

酒井　 正和
＊

歌代　 　 剛
＊

佛圓　 悦子
＊

園田　 邦貴
＊

大段　 茂樹
＊

久保木秀一
＊

牧野　 広志
＊

田中　 真也
＊

速水　 清彦
＊

宍倉　 大地
＊

辻　 　 雪路
＊

◎広報･記録委員会 髙西　 哲郎

ク ラ ブ会報･資料保存担当 宮内　 章裕 稲益　 強 神田　 敏治 佛圓　 悦子
＊

雑誌担当 林　 　 潤子 若宮奈美江 土肥　 雪彦 安永　 竜弥
＊

広報担当 田尾　 直也 板本　 敏行 菅　 富誉樹 歌代　 　 剛
＊

◎奉仕プロ ジェ ク ト 委員会 大井　 克元

職業奉仕･経営研究担当 沖宗　 正明 平町　 隆典
佐野　 庸子 久保河内豊 佐々木　 光

＊

辻　 　 雪路
＊

社会奉仕担当 大下　 達士 林　 大一郎 柄　 　 博治 神辺　 眞之 酒井　 正和
＊

青少年奉仕担当 林　 　 亮介 宮原　 　 大
要田　 昭治 赤川　 浩二 田中　 康平

中村　 　 勝
＊

牧野　 広志
＊

国際奉仕･姉妹ク ラ ブ担当 平岡　 誠治 鈴川　 浩史
温泉川梅代 米川　 　 晃 上田　 康博

速水　 清彦
＊

宍倉　 大地
＊

◎財団関連活動委員会 谷井　 　 智

ロ ータ リ ー財団担当 蔦尾健太郎 中畝　 將博 伊藤　 正樹 佐柳　 和憲

米山記念奨学会担当 中脇　 令子 安永　 竜弥
＊

園田　 邦貴
＊

久保木秀一
＊

◎Ｓ .Ａ .Ａ . 髙橋　 心里

Ｓ .Ａ .Ａ .支援担当 吉田　 範子 大本　 一城 田上　 克彦 冨部　 秀司 沖土居　 恵
＊

◎監　 　 査 山下　 　 泉 衣笠　 准一

◎ ク ラ ブ戦略委員会  

（ 歴代会長・ 幹事）

米川　 　 晃 要田　 昭治 佐野　 庸子 柄　 　 博治 田上　 克彦

久保　 和浩 菅　 富誉樹 大井　 克元 森原　 弘昌 谷井　 　 智

山仲　 　 巌 守下　 康弘

◎被爆樹木特別委員会 要田　 昭治 菅　 富誉樹 田上　 克彦 守下　 康弘

◎合同事務局運営委員 渡邉　 直樹 河野　 洋平 菅野　 博文

－ 65 －



岡本会長のテーマ「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」

「 全会員が笑顔で楽し める ク ラ ブ」「 それぞれが役割を 持ち、 それぞれが輝く 、 その姿こ そがク ラ ブ

の何よ り の魅力」 を 目指し て会員増強を 進めていき たいと 思いま す。 近年当ク ラ ブの会員数は減少傾向

ではあり ま すが、 私たち会員増強チーム はいろ いろ な智慧を 出し 合い工夫を し て頑張っ て参り ま す。 会

員の皆様にはお一人お一人のお力を 拝借し てク ラ ブの仲間を 増やし てさ ら に楽し んでいただき たいと 存

じ ま す。

皆様のお力添えを 何卒よ ろ し く お願いいたし ま す。

● 会員増強・ 職業分類担当

〈 方　 針〉

岡本会長の方針である 「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 を 踏ま え、 互いに尊重し 支え合える 仲間を 増

やす取り 組みを 行い、 こ こ 数年来の目標である 「 会員総数100名」 を 目指す。

〈 計　 画〉

１ ．  入会間も ない新会員に、 当ク ラ ブの先輩方が培っ て来ら れた伝統や格式、 それを 踏ま えた良さ を 伝

える 。

２ ．  各会員の皆様に今一度、 会員増強の意識を 高めていただく と と も に、 ご 推薦いただき やすい環境を

構築する 。  （ パン フ レ ッ ト など ）

3 ．  過去の会員履歴を 元に、 そのご 後任やご 子息へ、 直接ク ラ ブの理事役員が訪問し 、 再加入に向けた

ご 説明を 行う 。

４ ．  上記の取り 組みの上で、 オープン 例会を 適切な時期に開催し 、 参加者へ当ク ラ ブの魅力を 伝えてい

く と 共に、 既存会員の当ク ラ ブへの帰属意識の向上を 図る 。

5 ．  SA A と 連携の上、 例会会場の備品の新調や修復を 進め、 当ク ラ ブの格式維持に努める と と も に、

オープン 例会やゲス ト 参加の方々へのPRにも 繋げ、 会員の増強の手段と し て行く 。

副リ ーダー

角田由貴子
リ ーダー

國司　 　 晃

【 リ ー ダ ー】 國司　 　 晃

【 副リ ーダー】 角田由貴子

【 委　 　 　 員】 吉田　 信秀 行武　 治子

大段　 茂樹

会員増強委員会

委員長　 　 古本　 由美

2026− 2027年度　 広島東南ロータ リ ーク ラ ブ

各部門・ 委員会の事業計画
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〈 予　 算〉　 ４00，000円

● ロータ リ ー情報担当

〈 方　 針〉

１ ．  新会員にロ ータ リ ーク ラ ブ会員の特典と 責務に関する 情報を 提供する 。

２ ．  本ク ラ ブの会員にロ ータ リ ーク ラ ブの歴史、 目的、 活動に関する 情報を 提供し 、 理解を 深めていた

だく 。（ 主に入会 5 年以内の会員を 対象と する ）

〈 計　 画〉

１ ．  新会員の入会説明を 、 例会前１１時30分よ り 行う 。

２ ．  週報など でロ ータ リ ーに関する 情報を 提供する 。

3 ．  入会 5 年ま での会員を 対象にロ ータ リ ー活動の意義についての理解を 深める 機会を 提供する 。

〈 予　 算〉　 ４00，000円

副リ ーダー

守下　 康弘
リ ーダー

山仲　 　 巌

【 リ ー ダ ー】 山仲　 　 巌

【 副リ ーダー】 守下　 康弘
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ク ラ ブ管理運営委員会は、 例会の出席把握と プロ グラ ム 構築、 そし て、 会員（ 及び家族） の親睦と い

う 、 ロ ータ リ ー活動の根本にかかわる 業務を 担当し ま す。

岡本会長の掲げる 「 I serve」 の精神で、 真に楽し いク ラ ブと なる よ う 、 3 名のリ ーダーを はじ めと

する 委員の皆さ んと と も に取り 組んでま いり ま す。

会員の皆様の積極的なご 参加と ご 協力を お願いし ま す。

● 出席担当

〈 方　 針〉

◯ 今年度の岡本会長方針「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 を 受けて、 出席率１00％の継続を 通じ た結束力

向上の実現に向けて、 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブ全会員が楽し く 積極的な参加ができ る こ と を 目指し

ま す。

〈 計　 画〉

１ ． 他の委員会と 連携し 、 出席し やすい環境を 作る 。

２ ． 例会時に出席報告を 行い、 例会出席への関心を 図る 。

3 ． ク ラ ブ会報に出席状況を 掲載する 。

４ ． 連続出席者を 報告し 、 記念品の贈呈を 行い、 その労を 称える 。

5 ． 例会に出席でき ないと き は他ク ラ ブでのメ ーク アッ プを 奨励する 。

6 ． 出席の細則について会員に周知する 。

〈 予　 算〉　 ４00，000円

副リ ーダー

旦　 壮之助
リ ーダー

佐々木　 聡

【 リ ー ダ ー】 佐々木　 聡

【 副リ ーダー】 旦　 壮之助

【 委　 　 　 員】 岩井　 正喬 田中　 真也

ク ラ ブ管理運営委員会

委員長　 　 天野　 國幹
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● プログラ ム担当

〈 方　 針〉

会長方針（ テーマ） であ る 「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 に沿っ たプロ グ ラ ム （ 卓話） を 企画運営

する 。

〈 計　 画〉

　 今年度プロ グラ ム は毎月の基本構成を 以下のよ う にする 。

　 第 １週　 　 ： 委員会・ 会員研修卓話（ 仮： 私と ロ ータ リ ー）

　 　 　 　 　 　 　  各委員会・ 同好会など 毎月事前に割振り し たチーム から 数名指名し てテーマに沿っ た全

員参加型の楽し いリ レ ース ピ ーチを する 。

　 第 ２・ 3 週：  例年同様行事（ 新入会員卓話・ 職場訪問等） と 合わせて新企画の全員参加型・ ディ ス

カッ ショ ン 形式のプロ グラ ム を 企画する 。

　 最終週　 　 ： 外部講師によ る 卓話を 依頼する 。

　 上記のよ う に、 恒例企画・ 会員相互の研鑽に役立つ卓話に加え今年度は新し い企画を 交えながら 、 会

員同士の交流を 図り 、 よ り 楽し いク ラ ブ作り を 目指し 、 会員増強につなげる 。

〈 予　 算〉　 ４00，000円

副リ ーダー

三宅　 正光
リ ーダー

井原　 倫子

【 リ ー ダ ー】 井原　 倫子

【 副リ ーダー】 三宅　 正光

【 委　 　 　 員】 中村　 伸弘 大西　 　 修
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● 親睦担当

〈 方　 針〉

・  広島東南RCの伝統あ る 親睦行事を 大切に継承し つつ、 時代に即し た運営（ デジタ ル活用等） を 取り

入れ、 委員の負担減と 参加者の満足度向上を 両立さ せる 。

・  会員のみなら ず、 ご 家族、 そし てイ ン タ ーアク ト 学生と の繋がり を 深め、 ク ラ ブ全体の一体感を 醸成

する 。

・  全てのメ ン バーが「 参加し てよ かっ た」 と 心から 思える 、 ワ ク ワ ク する 親睦の場を プロ デュ ース す

る 。

〈 計　 画〉

１ ． 例会受付

　 　 出席カード 捺印

　 　 ビ ジタ ー歓迎、 紹介

２ ． 親睦行事

　 　 花火大会観覧（ 家族会： ２0２6年 7 月２5日＠グラ ン ド プリ ン ス ホテル広島）

　 　 野球観戦（ 家族会： ２0２6年 9 月頃） ＠マツ ダス タ ジアム

　 　 3 RC合同例会（ 夜間例会： ２0２6年１0月 3 日） ※ホス ト ： 広島東南RC

　 　 支店長会員を 囲む会（ 松茸の会： ２0２6年１１月頃） ＠久里川

　 　 ク リ ス マス 例会（ 夜間例会： ２0２6年１２月２１日） ＠A NA ク ラ ウ ン プラ ザホテル広島

　 　 支店長会員を 囲む会（ 河豚の会： ２0２7年 ２ 月頃） ＠久里川

　 　 新会員歓迎例会（ 夜間例会： ２0２7年 3 月１5日） ＠A NA ク ラ ウ ン プラ ザホテル広島

　 　 PHRC歓迎会（ 家族会： ２0２7年 3 月末頃） ＠A NA ク ラ ウ ン プラ ザホテル広島

　 　 最終例会（ 夜間例会： ２0２7年 6 月２8日） ＠A NA ク ラ ウ ン プラ ザホテル広島

3 ． 記念品贈呈

４ ． 各委員会への参加

5 ． 同好会活動への協力

6 ． ク ラ ブ内慶弔への支援

7 ． 委員会間コ ラ ボ企画（ ロ ータ リ ー情報×会員増強×親睦）

　 　 （ 親睦会： ２0２6年１１月頃）

〈 予　 算〉　 ４，000，000円

副リ ーダー

瀧川　 洋一
リ ーダー

見正　 伸也

【 リ ー ダ ー】 見正　 伸也

【 副リ ーダー】 瀧川　 洋一

【 委　 　 　 員】 脇舛　 賢治 武士末　 修

尾立　 道泰 佐々木　 光

大西　 　 修 沖土井　 恵

中村　 　 勝 酒井　 正和

歌代　 　 剛 佛圓　 悦子

園田　 邦貴 大段　 茂樹

久保木秀一 牧野　 広志

田中　 真也 速水　 清彦

宍倉　 大地 辻　 　 雪路
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岡本会長方針「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 をテーマに、 ク ラ ブの活動状況を 記録し こ れを内外に広

報する こ と でク ラ ブのプレ ゼン ス 向上を 目指し ま す。 今年度は特に情報の発信方法を 多様的に見直し 時

代変化に対応し ていき ま す。 各委員会の皆様の協力を いただき ま すよ う 、 ど う ぞよ ろ し く お願いいたし

ま す。

● ク ラ ブ会報・ 資料保存担当

〈 方　 針〉

　 ２0２6－２0２7年度RI会長メ ッ セージ「 CREA TE LA ST ING IM PA CT」 及び岡本会長方針「 I Serveで

歩む楽し いク ラ ブ」 に基づき 活動。

○ ク ラ ブ会報（ 週報） を 作成。 今後の事業内容、 活動を 会員全員に解り やすく 周知し ていただき 、 活動

内容によ り 関心を 高めていただく 。

○ ク ラ ブ会報、関連データ の適切な管理、保存を行い今後の活動に役立つ貴重な情報と し て次世代に残す。

〈 計　 画〉

○例会、 各活動において継続し て写真撮影等を 行い記録、 保存。

○新たに、 動画撮影を 実施。 卓話や各事業活動

　 同好会活動等を 撮影し 、 HPにアーカイ ブと し て記録。

　 例会時に投影を 行い、 各会員及び外部の方にも 東南ロ ータ リ ―ク ラ ブの活動について関心を 深めてい

ただく 。

　 ま た、 SNS投稿等に利用し 新会員獲得等、 利用価値を 創る 。

○週報の作成に今一度注目。 事務局と 協力し さ ら に見やすく 解り やすい週報を 作成。

〈 予　 算〉　 650，000円

副リ ーダー

稲益　 　 強
リ ーダー

宮内　 章裕

【 リ ー ダ ー】 宮内　 章裕

【 副リ ーダー】 稲益　 　 強

【 委　 　 　 員】 神田　 敏治 佛園　 悦子

広報・ 記録委員会

委員長　 　 髙西　 哲郎
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● 雑誌担当

〈 方　 針〉

　 「 ロ ータ リ ーの友」 を 会員の皆様に購読し ていただき 、 国内外のロ ータ リ ー活動状況を 知っ ていただ

く 。 活動報告や随筆を 知る 事によ り ロ ータ リ ー活動の意義を 考えても ら う 。

　 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブの活動状況を ロ ータ リ ーの友を 通じ 発信する 。

〈 計　 画〉

①　 毎月発刊の「 ロ ータ リ ーの友」 を 例会で配布し 購読を 促進する 。

②　  新入会員を 中心と し て指名し た会員に、 毎月発刊さ れる 「 ロ ータ リ ーの友」 で興味を 持たれた記事

を 抜粋し ても ら い、 例会時に紹介及び感想を 発表し ていただく 。

③　 「 ロ ータ リ ーの友」 を 各種団体等へ寄贈し 、 ロ ータ リ ーク ラ ブへの関心と 理解を 深めていただく 。

④　 「 ロ ータ リ ーの友」 電子版を 周知し 、 購読を 促進する 。

　 　 URLを 紹介し 、 ロ グイ ン ID、 パス ワ ード を 周知する 。

⑤　 「 ロ ータ リ ーの友」 に東南ロ ータ リ ーク ラ ブの活動内容を 掲載し ても ら い社会貢献を 発信する 。

⑥　 会員の皆様によ り 興味を 持っ ても ら い、 楽し みになる 内容を 目指す。

〈 予　 算〉　 50，000円

副リ ーダー

若宮奈美江
リ ーダー

林　 　 潤子

【 リ ー ダ ー】 林　 　 潤子

【 副リ ーダー】 若宮奈美江

【 委　 　 　 員】 土肥　 雪彦 安永　 竜弥
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● 広報担当

〈 方　 針〉

　 岡本会長方針の「 Ｉ  serveで歩む楽し いク ラ ブ」 を テーマと し 、 例会を 楽し みに、 仲間の挑戦を 応援

し 、 誰かのために思いやり を も っ て行動し て参り ま す。

　 ロ ータ リ ー活動がク ラ ブ内外へ正し く 素早く 伝わる よ う に創意工夫し ながら 広報活動に努める 。

〈 計　 画〉

■　  東南ロ ータ リ ーク ラ ブのホームページの活用・ 活性化と 次年度以降へのホームページの在り 方を検討。

　 　 　 地区補助金事業／パールハーバー RC合同記念植樹付近の清掃活動など 取材と 広報活動の記録。

■　  東南ロ ータ リ ーク ラ ブのSNSを 復活さ せ、 奉仕活動、 各行事・ 委員会活動をSNSへ投稿し 内外への

情報発信に取り 組む。

■　 県・ 市の記者ク ラ ブや地元経済誌へのプレ ス リ リ ース など 。

〈 予　 算〉　 ４50，000円

副リ ーダー

板本　 敏行
リ ーダー

田尾　 直也

【 リ ー ダ ー】 田尾　 直也

【 副リ ーダー】 板本　 敏行

【 委　 　 　 員】 管　 富誉樹 歌代　 　 剛

－ 73 －



岡本会長年度、 ロ ータ リ ー活動の大き な柱と なる 奉仕プロ ジェ ク ト 委員会を 担当する こ と と なり 、 会

長方針にある 「 楽し いク ラ ブ」 を 奉仕活動を 通し て実践し て参り ま す。

職業奉仕・ 経営研究、 社会奉仕、 青少年奉仕、 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブの各担当リ ーダー、 所属委員の

皆様の新鮮な発想で奉仕活動を 充実感のある も のと し ていただき 、 参加さ れる 会員の皆様が各種奉仕活

動を 通じ てク ラ ブ活動への参加を 実感し ていただける よ う な事業を 行っ て参り ま す。

特に本年度は年度当初にイ ン タ ーアク ト 地区大会のホス ト を 広商イ ン タ ーアク ト ク ラ ブが務め、 当ク

ラ ブが全面的に支援し ま す。

バールハーバー RCの来広では両ク ラ ブの国際交流を 通し た親睦を 深めま す。

各種奉仕活動に参加いただき 、 会員の皆様のク ラ ブへの帰属意識と 親和性を 感じ ていただける 事業を

実施し て参り ま す。

● 職業奉仕・ 経営研究担当

〈 方　 針〉

岡本新会長のテーマ「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 に基づき 、 ロ ータ リ アン の原点であ る 奉仕理念

の一環と し て職業奉仕や経営研究、 優良従業員表彰など を 行いま す。

〈 計　 画〉

１ ． 経営研究会　 年 ２回

　 　 講師を 招いて経営研究会を 行う 。

２ ． 職場訪問例会・ 視察会　 １回

　 　 会員企業ま たはその他の企業を 訪問し て経営方針や経営状況を 学ぶ。

3 ． 優良従業員表彰　 １回

　 　 企業や地域に貢献し た優良従業員を 表彰する 。

〈 予　 算〉　 350，000円

副リ ーダー

平町　 隆典
リ ーダー

沖宗　 正明

【 リ ー ダ ー】 沖宗　 正明

【 副リ ーダー】 平町　 隆典

【 委　 　 　 員】 佐野　 庸子 久保河内豊

佐々木　 光 辻　 　 雪路

奉仕プロジェ ク ト 委員会

委員長　 　 大井　 克元

－ 74 －



● 社会奉仕担当

〈 方　 針〉

RI会長メ ッ セージである 「 持続可能なイ ン パク ト を 生み出そう 」、 岡本会長のI serveで歩む楽し いク

ラ ブ」 の方針のも と 、 意義、 意味を 成す社会奉仕を ク ラ ブと し て行いま す。

〈 計　 画〉

・  広島市立特別支援学校へプレ イ カート （ 手押し 車椅子を 後付けで電動車椅子にでき る 機器） を 贈呈し

学校施設の清掃を 同学校生徒と 共に行う 。

　 地区補助金事業（ 地区補助金２9４，800円　 ク ラ ブ資金１４5，２00円）。

・ 柏の実苑のク リ ス マス 会参加の継続。

・ 頼山陽記念碑の清掃。

〈 予　 算〉　 300，000円

副リ ーダー

林　 大一郎
リ ーダー

大下　 達士

【 リ ー ダ ー】 大下　 達士

【 副リ ーダー】 林　 大一郎

【 委　 　 　 員】 柄　 　 博治 神辺　 眞之

酒井　 正和
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● 青少年奉仕担当

〈 方　 針〉

　 今年度、 RI会長テーマ「 持続可能なイ ン パク ト を 生み出そう 」、 岡本会長方針「 I serveで歩む楽し い

ク ラ ブ」 に沿っ て、 笑顔を 絶やさ ず楽し みながら 新たな挑戦を 行う １年と する 。

　 特に年度初めには広島商業高等学校主管のイ ン タ ーアク ト 地区大会の開催支援と いう 大き な事業に向

けて、 青少年奉仕担当の枠を 超えて当ク ラ ブの仲間と 共に協力し て乗り 越えていく 。

〈 計　 画〉

１ ． 広島商業高等学校イ ン タ ーアク ト ク ラ ブへの活動支援

　 　 ①　 国際ロ ータ リ ー第２7１0地区　 第50回イ ン タ ーアク ト 地区大会

　 　 　 　 主催： 広島商業高等学校、 提唱： 当ク ラ ブ （ ２0２6年 7 月２5、 ２6日）

　 　 ②　 イ ン タ ーアク ト ク ラ ブ例会参加 （ 毎月～隔月開催）

　 　 ③　 街頭募金活動参加（ パルコ 前） （ ２0２6年１２月）

　 　 ④　 指導者研修会 （ ２0２7年 5 月頃）

２ ． 広島東南RC事業へ広島商業高等学校イ ン タ ーアク ト ク ラ ブ部員参加

　 　 ①　 親睦事業　 　 ： 広島みなと 夢花火大会 （ ２0２6年 7 月）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⇒今年はIA C地区大会によ り 不参加

　 　 ②　 社会奉仕事業： 柏の実苑ク リ ス マス 会 （ ２0２6年１２月）

　 　 ③　 親睦事業　 　 ： ク リ ス マス 例会・ 懇親会 （ ２0２6年１２月）

　 　 ④　 社会奉仕事業： パールハーバー記念樹周辺　 清掃活動

 （ ２0２7年 5 月頃）

3 ． RYLA （ ロ ータ リ ー青少年指導者養成プロ グラ ム ） 参加協力 （ ２0２7年 3 月頃）

４ ． 子育て支援セミ ナー「 親子でわく わく リ ト ミ ッ ク 」 開催 （ ２0２7年 6 月頃）

〈 予　 算〉　 １，１00，000円

副リ ーダー

宮原　 　 大
リ ーダー

林　 　 亮介

【 リ ー ダ ー】 林　 　 亮介

【 副リ ーダー】 宮原　 　 大

【 委　 　 　 員】 要田　 昭治 赤川　 浩二

田中　 康平 中村　 　 勝

牧野　 広志
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● 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当

〈 方　 針〉

　 岡本会長の方針『 I serveで歩む楽し いク ラ ブ』 に基づき 国際奉仕・ 姉妹ク ラ ブ担当では、 長い歴史

の中で紡いでき た姉妹ク ラ ブと の関係性を こ れま で以上に強固なも のと なる べく 、 よ り 良い関係性の構

築に向けて邁進し ていき たいと 考えており ま す。

　 ま た、 国際文化都市である 広島と し て、 何を 発信でき る のかを 考えたう えで、 更なる 活動を 展開し て

参り ま す。

〈 計　 画〉

　 20２5年の ２月 １ 日の創立65周年で来広いただいた、 パールハーバー RCへ２0２5年１１月に表敬訪問を さ

せていただいた際に、 本年度（ 時期未定） にパールハーバー RCの皆さ んが訪問予定と なり ま し た。 昨

年の感謝の意を 表すために、 当日のアト ラ ク ショ ン ・ パーティ を 企画実施いたし ま す。

【 過去の交流履歴】

２0１5年 5 月　 台中RC創立60周年表敬訪問

２0１6年 ４月　 PHRC来広

２0１6年 9 月　 PHRC表敬訪問

２0１8年 ４月　 PHRC来広

２0１9年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２0年 １月　 東南RC創立60周年PHRC・ 台中RC来広

２0２0年 5 月　 台中RC創立65周年表敬訪問中止

２0２１年　 　 　 コ ロ ナ禍によ り 交流中止

２0２２年 ４月　 仙台地区大会表敬訪問　 植樹式出席

２0２3年 ２月　 PHRC表敬訪問

２0２3年 5 月　 台中RC表敬訪問

２0２3年１0月　 仙台南RC表敬訪問　 植樹式出席

２0２5年 ２月　 広島東南RC創立65周年記念事業

２0２5年 5 月　 台中RC創立70周年表敬訪問

２0２5年１１月　 PHRC表敬訪問

〈 予　 算〉　 2，000，000円

副リ ーダー

鈴川　 浩史
リ ーダー

平岡　 誠治

【 リ ー ダ ー】 平岡　 誠治

【 副リ ーダー】 鈴川　 浩史

【 委　 　 　 員】 温泉川梅代 米川　 　 晃

上田　 康博 速水　 清彦

宍倉　 大地
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　 財団関連活動委員会は、 ロ ータ リ ー財団及び米山記念奨学会について計画し た寄付の目標を 達成する

よ う 努めま す。

　 ま た、 地区補助金を 活用し た事業を 奉仕プロ ジェ ク ト 委員会と 連携し て行う と と も に、 グロ ーバル補

助金奨学生及び地区補助金奨学生へのフ ォ ロ ーを 行いま す。

　 会員の皆様のご 理解と ご 支援を よ ろ し く お願いいたし ま す。

● ロータ リ ー財団担当

〈 方　 針〉

１ ．  すでに申請・ 承認済である 地区補助金事業（ 特別支援学校へのプレ イ カート の寄付・ 贈呈） につい

て、 社会奉仕担当と 連携し ながら 、 贈呈の実施・ 地区財団委員会への報告を 行う 。

２ ． 年次基金・ 恒久基金・ ポリ オプラ ス についての支援・ 寄付を 会員の皆様にお願いする 。

3 ． ロ ータ リ ー財団の目的・ 役割・ 活動・ 仕組みについて会員の理解を 深める 。

〈 計　 画〉

１ ．  広島市立広島特別支援学校への寄付事業が円滑に実施でき る よ う 、 社会奉仕担当と 連携を と り なが

ら 、 補助金の申請内容に沿っ た事業の実施・ 実施後の地区財団委員会への報告等を 行う 。

２ ．  年次基金の目標（ 会員 １人当たり １50ド ル）、 恒久基金の目標（ ク ラ ブと し て年間１，000ド ル） を 達

成でき る よ う 、 会員への寄付の協力、 ベネフ ァ ク タ ーの就任等を お願いする 。

　 　  ポリ オプラ ス の目標（ 会員 １ 人当たり 30ド ル） を 達成する ため、 １00万ド ルの食事を 例会時に開催

する 。

3 ．  ま ずは、 リ ーダー自身が、 年次基金・ 恒久基金・ ポリ オプラ ス と いっ た各寄付金事業を 理解し 、 こ

れら で集ま っ た寄付金がど のよ う な形で地区補助金・ グロ ーバル補助金・ その他の事業に活かさ れ

ている のかを 理解し 、 こ れを かみ砕いて会員に説明でき る よ う にする 。

副リ ーダー

中畝　 將博
リ ーダー

蔦尾健太郎

【 リ ー ダ ー】 蔦尾健太郎

【 副リ ーダー】 中畝　 將博

【 委　 　 　 員】 伊藤　 正樹 佐柳　 和憲

財団関連活動委員会

委員長　 　 谷井　 　 智
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〈 予　 算〉　 １00，000円

● 米山記念奨学会担当

〈 方　 針〉

　 会長方針「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 に従い、 広島東南ロ ータ リ ーク ラ ブで受け継がれてき た「 米

山記念奨学会事業」 を 継承し ていく 。

　 特に本年は、 本ク ラ ブ会員と 共に過去に受け入れてき た留学生と の親睦を 深め、 双方の文化など 相互

理解を よ り 深めていく こ と に努め、 平和に寄与し ていく こ と を 方針と し ていく 。

　 本ク ラ ブ会員の皆様には、 昨年度に引き 続き 本事業活動へのご 支援並びに奨学会への寄付も お願いし

ていく 。

〈 計　 画〉

１． 米山記念奨学会事業への理解を 促進する

　 　 （ 米山月間にて卓話を 予定）

２． 米山記念奨学会への寄付を お願いする

　 　 ・ 特別寄付金のお願い　 寄付目標： １人１6，000円以上

3 ． 奨学生の受け入れなど 支援を 行う 。

４． 奨学生、 学友（ 元奨学生） と の交流を 図る 。

〈 予　 算〉　 50，000円

副リ ーダー

安永　 竜弥
リ ーダー

中脇　 令子

【 リ ー ダ ー】 中脇　 令子

【 副リ ーダー】 安永　 竜弥

【 委　 　 　 員】 園田　 邦貴 久保木秀一
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　 S.A .A .の役割は、 例会の秩序を 保ち、 すべての会員が気持ちよ く 、 有意義な時間を 過ご せる 環境を 整

える こ と にあり ま す。

　 例会は単なる 集ま り ではなく 、 学びと 交流の場であり 、 ク ラ ブの価値そのも のです。 会長方針のも

と 、 よ り 活気ある 例会運営を 目指し 、 メ リ ハリ のある 進行と 、 参加し やすい雰囲気づく り に努めてま い

り ま す。

　 皆様のご 理解と ご 協力を お願いいたし ま す。

● S .A .A .支援担当

〈 方　 針〉

会長方針「 I serveで歩む楽し いク ラ ブ」 の方針に沿い、 こ れま で以上に会員相互の交流を 図り 、 魅

力ある 例会の運営が円滑に行われる よ う に管理し て参り ま す。

〈 計　 画〉

　 方針を 念頭に、 本ク ラ ブの細則（ ク ラ ブ細則第 3 条第 7 節） に決めら れたS.A .A の任務を 行いま す。

１ ． 例会の進行に協力し 、 卓話の時間施行を 確保する 。

２ ． 例会場への入場や退場の許可。 例会場の開門、 閉門。

3 ． 早退、 遅刻の承認や拒否。

　 　 ・ 帰る BOXの運用。

４ ． 例会場内でのマナーに対する 指摘と 秩序管理。

　 　 ・ ク ールビ ズの会員への周知。

5 ． 例会場の設営、 テーブルの配置、 座席の指定など 。

　 　 ・ 誕生日会員のテーブル配席（ 毎月第 １ 週）

　 　 ・ く じ 引き 席替え（ 月 １回）

　 　 ・ 各委員会の発表の日は発表の担当委員会のみ同じ テーブルと する 。

副リ ーダー

大本　 一城
リ ーダー

吉田　 範子

【 リ ー ダ ー】 吉田　 範子

【 副リ ーダー】 大本　 一城

【 委　 　 　 員】 田上　 克彦 冨部　 秀司

沖土居　 恵

S .A .A .

委員長　 　 髙橋　 心里
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6 ． 食事の献立、 業者の選定等、 食事の手配。

　 　 ・ １00万ド ル（ 毎月第 １週目）・ バイ キン グ（ 年間 ４～ 5 回）

7 ． ニコ ニコ 箱の管理と 募金状況の報告。

　 　 ・ 四半期ご と に「 ベス ト ニコ ニコ 賞」 決定。

　 　 （ 賞状作成／受賞商品は＠500円のク オカード ）

8 ． ニコ ニコ 箱の目標額は￥１，４00，000円

9 ．４ つのテス ト の合唱。

１0． 点鍾前に握手タ イ ム を 設ける 。（ く び引き 配席の時）

〈 予　 算〉　 １0，000円
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被爆樹木特別委員会は、 岡本会長の今年度のテーマ『 Ⅰserve』 を 順守し 、 ロ ータ リ ー活動を よ り 一

層、 楽し く 意義のある も のにいたし ま す。

我がク ラ ブと 姉妹関係を 結んでいま す「 仙台南ロ ータ リ ーク ラ ブ」 が創立70周年を 迎えま す。 ２0２7年

5 月に記念行事が行われま す。 それに伴い、 仙台市に被爆樹木苗木 １本と 被爆し た電車の敷石又はレ ー

ルを 仙台市に寄贈し たいと 、 要請があり ま す。

被爆樹木『 ム ク ノ キ』 のバイ オリ ン の活動を 行いま す。

長崎南RC、 豊前RC、 PHRC、 台中RC、 上毛町等々に澄み切っ た音色を 聴いていただき ま す。

〈 予　 算〉　 300，000円

被爆樹木特別委員会

委員長　 　 要田　 昭治

〈 方　 針〉

会長方針に従い、 各部門の活動が、 有効かつ円滑に運営さ れる よ う に予算編成を 行う 。

〈 計　 画〉

１ ． ク ラ ブの資金活動を 適切に実行する 。

２ ． ク ラ ブの収支及び財政状況を 明確にする ため中間決算、 見込み決算の報告書を 作成する 。

3 ． 年度内に予定外活動が発生し た場合、 柔軟に支出を 配慮する 。

会　 計

委員長　 　 荻田　 玲子
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